
　さて、９月は「いのち」や「愛」を感じさせることが多い月となりました。８月下旬に行った
５，６年を対象として行った道徳の特別授業ではマインドハグ協会の坂本さんから「 自分で自
分の心をやさしく抱きしめる」セルフケア＝マインドハグのお話と実践を紹介していただきまし
た。自分のことを一番に思うことの大切さに気付かされました。実践としては「１０秒間自分の
大好きなもの（ぬいぐるみ、自分のタオル、ペットなど）を抱きしめて、『○○ちゃん（自分の
名前）、いつもありがとう（大好きだよ）』と３回言うだけ」で心が元気になり前向きな気持ち
になれるそうです。9月24日には、マインドハグのぬいぐるみが学校に寄贈され、玄関ロビーに
展示し、子どもたちが自由に触れられるようにしています。
　 続いて、９月上旬に行われた後志ＰＴＡ連合会喜茂別大会では講演 ① をして下さった公認心
理師・たいわ師の髙杉ゆう子さんによる「いのちのお話」です。「いのちはひとつしかない。だ
から大切にしなければならない。いのちは性の営みと繋がっているので、いのちの奇跡と性を大
切にすることにも繋がります。そして、自分のいのちは地球上のあらゆるいのちと繋がっていま
す。」いのちの大切さ気付かせてくれました。  

本年度の重点目標 主体的・対話的に学ぶ力の育成　～意欲溢れる優しい子～

大自然に囲まれた学び舎にふさわしい「きもべつの子」を共に育てましょう！

眠らずに今日もまた　まわり続けているけど

疲れてはいないですか？

できることはありますか？

今現在と100年前とどこか違っていますか？

あつくなったり寒くなったりしてはいませんか？

静かに語る言葉を　大事に受け取り繋げたい

あなたの命も私と同じで　限りあること知っているから

森のささやきや海の祈りに耳を澄ませたい

共に生きるために
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『いのちと愛のうた』
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 　９月も後半になりますと前半の暑さが次第に解消し 、 日中は過ごし
やすい日が多くなりました。一方朝晩が冷えるようになりすっかり秋の
気配を感じるなどストーブの出番も遠くないのかなと思います。８月下
旬から体調不良で高熱を出す児童がおり、学年で何人か入れ替わりでお
休みしていることが続き２年生を３日間学年閉鎖としました。現在は回
復傾向にありますが、天候の変化が関係していると思われます。これか
らも寒くなるので気をつけたいところです。  

　このように 、 「 自分はすべてのいのちと繋がっている 」 など 多くのことを学びました。

 　そして、講演②としてシンガーソングラ
イターで喜茂別町にゆかりがある半﨑美子
さんによるミニコンサート「思いを届け～
母から子へ」です。ＮＨＫみんなのうた
「お弁当ばこの歌」や小学校５年生音楽の
教科書に掲載された「地球へ」を含む６曲
を披露して下さいました。澄んだ力強い歌
声の中に「家族愛」「いのちへの愛」「地
球への愛～私たち人間は，地球からのメッ
セージに素直な心で耳を傾け、地球への感
謝の気持ちをいつも忘れずに生きていきた
い～」という半崎さんのメッセージ込めら
れています。  

「地球へ」歌詞（一部抜粋）
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　芸術の秋、9月11日に今年は芸術鑑賞会で「劇団さっぽろ」
の皆さんをお招きし、「あらしの夜に」の演劇を鑑賞しまし
た。このお話を知っている子も多くいました。劇団の皆さんの
演技に引き込まれるように見入っていました。
　学年閉鎖となってしまった2年生や欠席した児童も、オンラ
インで一緒に参加しました。学芸会で、劇団の皆さんのように
演技したいと思った児童も多くいたようです。最後に、全校み
んなで記念撮影までさせていただきました。

 　町内の柳川さんのご厚意で、9月12日に1･2年生が柳川
農園でさつまいも堀りをしてきました。顔よりも大きいさ
つまいもに大興奮でした。素晴らしい体験をさせていただ
き、ありがとうございました。掘る楽しさと、味わう楽し
さ、そして地域の方々の温かさに触れる素敵な時間となり
ました。

 　3年生の総合的な学習の時間では、年間を通じて｢イト
ウ」について学んでいます。1学期はイトウの生態につ
いて学び、2学期はイトウの稚魚を放流します。9月24
日に今年も、かわいい稚魚を放流しました。大きく育つ
ことのできる環境を、守り続けて欲しいです。

イトウ稚魚放流

5年生　宿泊学習

芸術鑑賞会『あらしの夜に』

　8月28日･29日に5年生が宿泊学習に出かけました。心配さ
れていた天気も、雨に当たることなく外での活動を予定通り
行うことができました。1日目は、札幌青少年山の家で、薪
割り体験をし、自分達の昼食をかまどを使って炊飯し、カレ
ー作りに取り組みました。夕食は山の家の食堂にて、いただ
きました。
　夕食の後は、たき火を囲んでキャンプファイヤーを行いま
した。火の神様が厳かに登場し、燃えさかる炎と共に、盛り
上がりました。夜は、それぞれのお部屋での時間を楽しみ、
興奮と緊張で眠れない子もいましたが、楽しいひとときを過
ごすことができたようです。
　2日目は、北海道新聞社やメグミルク工場の様子を見学さ
せていただきました。道中のバスの中でも、自分たちの考え
たレクで楽しみ、みんなと過ごした2日間で、友だちとの絆
を深めたり、協力し合う経験を重ね子どもたちにとって、か
けがえのない時間となり楽しい思い出となったようです。　

校外学習での学び
　9月2日に4年生は定山渓ダムの見学に出かけ
ました。ダムの仕組みや役割について、見学し
たり質問したりしながら、学びを深めました。
 　9月17日に3年生は、倶知安のコアレックス
でトイレットペーパーのできる様子や、コープ
さっぽろで展示の工夫やバックヤードを見学さ
せてもらい、学んできました。また、倶知安風土館では、昔の道具や倶知安周辺の自然に関して、
展示物を見ながら学芸員の方から説明を受け、学びを深めることができました。

さつまいも堀り

暑さ対策のご協力ありがとうございました。
　10月に入り、暑さも落ち着いてきました。塩分
タブレットの携行については、9月で終了にしたい
と思います。水筒については、必要に応じて今後も
持たせていただいて構いません。水筒の中身は
「水」の用意をお願いいたします。どうぞよろしく
お願いいたします。


